
なまえ ひづけ がつ にち

1 ホウセンカの めが 出た ころの 図だよ。ア〜ウの 名前を 書こ

う。

ア

イ

ウ

ことば 子葉 葉 根 くき

ア

イ

ウ

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 たねから はじめに 出る 葉を 子葉と いう。

2 子葉の あとに 出る 葉は、子葉と 形が ちがう。

3 ヒマワリの たねには、しまもようが ある。

4 たねを まくと、はじめに 花が さく。

ヒント

子葉は 丸い 形を して いるよ。

できたら
はなまる いきもの ・ つぎは 「植物の からだ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）
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たねから 子葉へ
やさしい ★☆☆ ・ めが 出た ころの すがた

虫
いきもの

はじめに
出る 葉は？



なまえ ひづけ がつ にち

1 植物の からだの ア〜ウの 名前を 書こう。

ア

イ

ウ

ことば 葉 くき 根 花

ア

イ

ウ

2 ことばから えらんで 書こう。

ことば 土の 中 くき 葉

1 根は  に ある。

2 葉は  に ついて いる。

3 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 ホウセンカも ヒマワリも、からだは 根・くき・葉で できて
いる。

2 植物の しゅるいが ちがうと、根・くき・葉の 色や 形や 大
きさが ちがう。

できたら
はなまる いきもの ・ つぎは 「植物の 育つ じゅん」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ りか ・ r3-28

植物の からだ
やさしい ★☆☆ ・ 植物の からだの つくり

虫
いきもの

からだの
つくりを 見よう



なまえ ひづけ がつ にち

1 ホウセンカが 育つ じゅんに、記号を ならべよう。

ア

実が できる

イ

子葉が 出る

ウ

葉が ふえて くきが のびる

エ

かれて たねが のこる

オ

花が さく

カ

たねを まく

→ → → → →

2 ことばから えらんで 書こう。

ことば たね 根 子葉

実の 中には  が できる。

3 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 花が さいた あとに 実が できる。

2 たねを まくと、すぐに 花が さく。

ヒント

たねから はじまって、また たねが できるよ。

できたら
はなまる いきもの ・ つぎは 「花の あとに できる もの」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ りか ・ r3-29

植物の 育つ じゅん
ふつう ★★☆ ・ 植物の 育ち方

虫
いきもの

育つ じゅんを
思い出そう



なまえ ひづけ がつ にち

1 ことばから えらんで 書こう。

ことば 実 たね 子葉 花

1 花が さいた あとに  が できる。

2 実の 中には  が 入って いる。

2 花が さいた あとの じゅんに ならべよう。

ア

花が さく

イ

実の 中に たねが できる

ウ

実が できる

→ →

3 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 ホウセンカの 実は、さわると はじけて たねが 出る ことが
ある。

2 1つぶの たねから 育った 植物に、たくさんの たねが でき
る。

3 植物は 花が さくと、たねを のこさずに かれる。

できたら
はなまる いきもの ・ つぎは 「こん虫の からだ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ りか ・ r3-30

花の あとに できる もの
ふつう ★★☆ ・ 花の あとに できる 実と たね

虫
いきもの

花の あとは
どうなる？


